
1
豊かな人間性

（児童指導･児童支援）

2
確かな学力

（教育課程・学習指導）

3
汎用的な資質・能力

（校内研究）

4 健康・体力の増進

5
学びケアステーション
（教育相談･教育支援）

の推進

6
開かれた学校づくり
（家庭・地域との連携）

7
GIGAスクールの推進

（校内研修）

8 教育環境整備

学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

・６年生との意見交流では、学校をよくしようという意欲や、中学生になったらこん
なことをやりたいといった期待や希望をどの子も語ってくれて、頼もしさを感じた。
・６年間の小学校生活を通して子どもたちが地域のよさを学んできていることが分
かり、本校卒業生としても地域住民としても嬉しく、学校を応援する励みになる。
・近隣の学校と比べるとプール等の施設が気になる。子どもたちのためによりよい
方向に改善されるのを期待したい。

　校内研究の継続的取組により「話し方」「聞き方」などの学びの基礎力が育ってきている。この基礎力
を土台に、教科等の授業の充実を図ることで児童の学ぶ意欲を引き上げていきたい。
　また、保護者や寺子屋あさだの地域の方々の協力もあり、「思いやり」や「愛郷心」が育ってきている。
このよさを児童の自信につなげ、自己肯定感や自己有用感の向上を図っていきたい。
　一方、児童ニーズの多様化がますます進む中、限られた校内資源等のやりくりでは追いつけない状
況も今後予測され、人的環境等の充実を図る方策を望みたい。

　一人一台のGIGA端末を活用した学習や授業に
ついて研修を進め、授業改善を進める。

　授業でのGIGA端末活用が順調に進む一方、家
庭学習における活用が十分でない面がある。

　家庭学習におけるGIGA端末の活用を進め、学
校での活用と家庭での活用の連携を図るようにす
る。

　月に一度の安全点検をもとに、教育環境・学習
環境の改善を図る。

　学校運営協議会によるプール施設の見学を実施
し、老朽化等についてご意見を頂き、改善に向け
た意見書も協議会として提出していただいた。

　今後も学校運営協議会との連携を深め、見学や
視察等を踏まえた協議を重ねて、教育環境整備を
進めるようにする。

　一人一人の様々なニーズ、学習の進度に応じた
個別学習体制や、児童の個性等に寄り添った個
別支援体制を整える。

　多様な児童ニーズが増える中、教員間の連携・
協働等で個に応じた支援を図っているが、多様化
するニーズへの対応の困難さも増えてきている。

　「個別最適な学び」と「協働的な学び」を意図的・
計画的に取り込み、児童が自身で学習を見通し、
自学に取り組める環境や支援を工夫する。

学校運営協議会の設置や　「寺子屋あさだ」との連
携、「ふるさと浅田かるた」の活用を通して、家庭や
地域と連携してふるさと浅田を愛する心情を育む。

　協議会が発足し、「寺子屋あさだ」の充実や連携
で児童の愛郷心が育まれている。協議会の充実に
向け更なる情報共有の工夫が望まれる。

　学校運営協議会委員や寺子屋あさだの方々と、
教職員・子どもとの交流や研修を計画し、情報の
共有を図るようにする。

　授業での話し合いを軸に、他者との対話を通して
多様な見方をしたり、自らの考えを深めたりする力
を育む。

　児童アンケートでは全般に低下傾向にあるが、
全校的取組が進む中で、児童が対話の大切さをよ
り意識して自己評価に臨む姿の表れともとらえられ
る。

　「あたたかい聞き方」「やさしい話し方」の定着に
よる「対話的な学び」が充実してきているよさを生か
し、「深い学び」へつなげる工夫を図るようにする。

　基本的な生活習慣を大事にし、安全に気をつけ
て運動に親しんだり、めあてに向かってねばり強く
取り組んだりする資質を育む。

　児童アンケートでは「朝食を食べる」が上昇を示
したが、児童・保護者ともに「外で遊ぶ」が低下して
きており、その要因や理由を探る必要がある。

　「外で遊ぶ」の低下傾向の要因や理由を多様な
観点から探り、学校でできることや家庭・地域と連
携・協働してできることを洗い出すようにする。

　あいさつ運動など児童の自主的な活動を励行
し、誰に対しても思いやりをもって接するなどの道
徳心を涵養する。

　保護者アンケートで「思いやりをもって接する」が
改善し9割の肯定的回答を得たが、児童アンケート
「あいさつする」は10％近い低下となった。

　委員会活動やスマイル（縦割り）活動など児童会
活動を活性化し、児童自身の発想や自発性を生
かし、引き出すようにする。

　自ら課題を見つけ、めあてを立てて学ぶ自学の
態度や、対話的・協働的な活動を通して学び合い
のよさを実感し、生かそうとする態度を育む。

　児童アンケートで「最後まで話を聞く」が上昇し全
校的に定着してきた一方、「進んで発表する」が低
下傾向にある。

　ペア学習や少人数による話し合いが全校的に充
実・定着してきているよさを生かし、全体の話し合
いにつなげる工夫を図るようにする。

学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

浅田のまちで、やさしく、かしこく、たくましく生きる子どもの育成
～子どもに寄り添い、子どもの側に立って行う浅田の教育活動～

　　　　　　　　○確かな学力の育成と、きめ細やかな指導の充実
　　　　　　　　○人権尊重教育の精神の徹底　　○細やかな児童支援の徹底
　　　　　　　　○教職員の資質向上と協働体制による教育活動の推進
　　　　　　　　○開かれた学校づくり、家庭・地域との連携の推進

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策
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